
令和２年度 福井県立藤島高等学校スクールプラン

教育方針 「２１世紀を担うリーダーの育成」

教育信条 １ 真理と正義を愛する
２ 自主と責任を重んずる
３ 敬愛と協同を尊ぶ

教職員の行動指針 重点目標 多忙化解消のための取組

・自らの知識・教養の向上に努め、教職員と １ 生徒一人ひとりの個性・人権を尊重するとともに、将来社会に貢献できる人間 ａ 学校行事、会議等の精選および文書事務
しての専門性および教師力を高める になるための自覚をもたせる の効率化に取り組む。

・自らの人格の陶冶を図るとともに、社会へ ２ 生徒の能力・資質を把握し、きめ細かな教科指導、進路指導を行うことにより、
の寄与に努める 生徒一人ひとりの進路実現を支援する ｂ 部活動指導にかかわる負担を軽減する。

・教育方針・教育信条を共有し、学習する組 ３ 学校評価、授業評価等に積極的に取り組むとともに、学年会・教科会・校務分
織としての成長を目指す 掌の連携を強化し、学校全体の教育力向上を目指す ｃ 在校時間管理を利用して長時間労働を是

４ 生徒が健やかに学校生活を送れるよう、カウンセリング体制の一層の充実を図 正する。
るとともに、教育環境の改善に努める

１ 教務部 ２ 生徒指導部 ３ 進路指導部 ４ 保健部 ５ 図書情報部 ６ 庶務部 ７ 企画研究部

ａ 人権尊重の視点に ａ 容儀の端正化 進路意識の高揚と進路 ａ 心身の健康を守る ａ 生徒の読書意欲の ＰＴＡ活動における保 ＳＳＨ研究体制の充実
立った教育活動の推 ｂ いじめの防止 目標設定の早期化 体制の強化と予防的 喚起 護者との連携・協力の
進 対応 ｂ 校内ネットワーク 充実

ｂ 授業評価による教 ｂ さらなる美化意識 システムおよび情報
科指導の充実 の向上と環境美化の 機器の充実

実現

具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組 具体的取組

ａ 生徒一人ひとりの個 ａ 生徒の容儀端正化に ・面談や進路行事などを ａ 担任、保健部、専門 ａ 図書館行事や広報活 ・保護者と連携して教育 ・ＳＳＨの研究課題の達

性・人権を尊重した教 学校全体で取り組む。 通して、生徒の進路に関 家の連携により、健康 動を充実させ、生徒の 活動を行うために、ＰＴ 成に向けて、学校設定教

育活動を推進する。 目標：生徒の成果の目標 する考えを深めさせる。 管理と教育相談活動を 読書意欲を喚起する。 Ａ活動や連絡を充実させ 科「研究」を充実させる。

目標：教職員の目標指数 指数80％以上 目標：生徒の成果の目標 充実させる。 目標：生徒の成果の目標 る。 目標：生徒の満足度の目

80％以上 指数80％以上 目標：生徒・保護者の満 指数50％以上 目標：保護者の満足度の 標指数80％以上

ｂ いじめの未然防止と 足度の目標指数80 目標指数80％以上

ｂ 授業評価を踏まえ 早期発見、早期解決に ％以上 ｂ 校内ネットワークお ・ＳＳＨ研究を学校全体

て、授業内容の改善 学校全体で取り組む。 よび情報機器の充実と の取組として位置付け、

・充実に努める。 目標：教職員の取組の目 ｂ 学校全体でゴミの減 利用促進を図る。 研究体制を充実させる。

目標：生徒の授業内容の 標指数80％以上 量化と環境美化に取り 目標：教職員の取組の目 目標：教職員の取組の目

満足度の目標指数 組む。 標指数80％以上 標指数80％以上

80％以上 目標：生徒の成果の目標

指数80％以上


